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年末賞与交渉開始 
 ＪＲ四国労組は本日、申第１０号「平成３０年度年末賞与の要求について」及び

申第１１号「平成３０年度準組合員（契約社員）の年末賞与の要求について」団体

交渉を開催し、主旨説明を行った。 

【申第１０号】 「平成３０年度年末賞与の要求」 
１ 要求額  基本給額の３.０カ月分 
２ 支払日  平成３０年１２月７日（金） 

【申第１１号】 「平成３０年度準組合員（契約社員）の年末賞与の要求」 
１ 要求額 
(1) 再雇用契約社員・パートナー社員（月給・日給適用者）

① 契約基本賃金の３.０カ月
② 加算額 基準額該当者で契約更新が３回以上ある者は 5,000 円加算

(2) サポーター社員（時給適用者）
① 基準額

調査期間内の労働時間  支給額 

240 時間以上 350 時間未満  56,000 円 

350 時間以上 450 時間未満  75,000 円 

450 時間以上 550 時間未満 100,000 円 

550 時間以上 750 時間未満 120,000 円 

750 時間以上 950 時間未満 156,000 円 

950 時間以上 195,000 円 

② 加算額 基準額該当者で契約更新が３回以上ある者は 5,000 円加算
２ 支払日  平成３０年１２月７日（金） 

【組合側要求主旨説明（要旨）】 
○ 組合員は、「安全・安定・安心輸送」の継続に日夜懸命に取り組んでいる。
〇 会社を取り巻く環境は、他バス会社との競争激化等により依然として厳しい状況である

との認識のもと、事業計画の共有化及び経営基盤の確立に向け、労使一体で推進してきた。 
〇 組合員の生活実態は依然として厳しく、年末賞与が生活費にしめる割合が非常に大きい

ことからも大変強い期待感がある。 

【会社側の考え方】 
貴労組組合員には、「安全・安定・安心輸送」の取り組みをはじめ、接客サービス向上や経

費節減施策の協力に対し感謝する。 
 しかしながら、今年６月の大阪北部地震や、７～９月にかけての台風の影響による運休が
前年同期比の８倍を超える８１２便となるなど、輸送人員は対前年比 97.6％となった。 

さらに、動力費の高騰や減価償却費の増加等、収支状況は大きく悪化すると想定される。 
以上のような状況のなか、会社の体力、貴側の要求主旨等を踏まえ鋭意検討したい。 

【これに対し組合は】 
「組合員は日夜、「安全運行」を第一義に懸命に業務に取り組んでいる。その努力に報いる

ためにも誠意ある回答を求める」と強く訴え、交渉を継続することとした。 
 以 上 
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